
　　　　

2025 年 2 月 20 日

10 時 30 分から 16 時 0 分まで あり

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

法人（事業所）理念
利用者の自己選択と自己決定を尊重し、個人の尊厳に配慮した良質かつ安心・安全なサービスを提供します。

事業所名 共生型放課後等デイサービスみんぐる 作成日支援プログラム

目標：認知能力を伸ばし、適切な行動ができるようになる。
（支援内容）◯衝動のコントロール、感情調整。◯ルールや順番を守る練習。◯因果関係の理解、問題解決力の強化。
関連領域：健康・生活（生活リズムの理解と適応）、運動・感覚（体を使った学習）、言語・コミュニケーション（言葉を用いた説明力の向上）、人間関係・社会性（相手の気持ちを考え
る力の育成）

目標：言葉の理解と表現力を高め、コミュニケーションを円滑にする。
（支援内容）◯語彙の習得、発話の促進。◯文章を組み立てる力を養う。◯相手の話を聞く力、理解力の向上。◯表情やジェスチャーを用いたコミュニケーション。
関連領域：健康・生活（必要なことを言葉で伝える力）、運動・感覚（言葉と動作を組み合わせた活動）、認知・行動（言葉を用いた問題解決力の向上）、人間関係・社会性（相手との意
思疎通を図る力の育成）

目標：周囲の人と良好な関係を築き、社会性を身につける。
（支援内容）◯挨拶や感謝の気持を伝える練習。◯順番やルールを守る練習。◯相手の気持を考えた行動を促す。◯協力して遊ぶ、活動する経験の積み重ね。
関連領域：健康・生活（集団生活のルールを理解する）、運動・感覚（周囲の人達と一緒に体を動かす楽しさを学ぶ）、認知・行動（状況に応じた適切な行動をとる力）、言語・コミュニ
ケーション（相手と適切に会話する力の育成）

支援方針

1.個別支援の充実：児童一人ひとりの発達状況や特性を理解し、得意なことを伸ばし、苦手なことに対しては無理のないペースで支援します。
2.生活に根ざした発達支援：基本的な生活習慣の獲得を促し、日常生活の中で自立できる力を育てます。また、健康や安全に関する意識を身につける支援を行います。
3.コミュニケーション能力の向上：対話ややりとりの楽しさを感じながら、他者との関係を築く力を育みます。
4.集団活動を通じた社会性の発達：集団の中でのルールやマナーを学び、協調性や順番を守る力を育てます。安心できる環境の中で、少しずつ他者との関わりを増やし、社会性を高め
る支援を行います。
5.保護者・関係機関との連携：家庭や地域と連携し、児童の成長を総合的に支援します。保護者との情報共有を大切にし、一緒に児童の成長を支えるパートナーとして関わります。

営業時間 送迎実施の有無

主な行事等

新年会（餅つき大会）、節分、ひな祭り、花見、端午の節句、小運動会、流しソーメン、紅葉ドライブ、収穫祭、クリスマス会、ゆず湯、異世代交流ワークショップ参加・交流、調理レク
リエーション（どら焼き作り、お汁粉作り、桜餅作り、かぼちゃ団子作りなど）

家族支援

◯みんぐるでの支援をご家族と共有することで、より良い支援に繋がるよう配
慮しています。◯ご家族へは、その日の活動内容を動画・写真でお伝えし連携
しています。

移行支援

◯ご家族への情報提供や受け入れ先との連携。◯移行先の受け入れ体制づ
くりへの協力。◯移行先との支援方針・支援内容の共有や、児童の状態・
ご家族の意向・支援方法についての伝達。

地域支援・地域連携

◯地域の子ども会の行事に参加・交流。◯児童が通う学校や教育委員会、放課
後子ども教室、地域の団体等との連携。 職員の質の向上

◯毎日のミーティングでの振り返り。◯定期的な内部研修・外部研修の実
施により質の向上を図る。

支　援　内　容

目標：基本的な生活習慣を身に着け、健康的な生活を送る。
（支援内容）◯規則正しい生活リズムの確立。◯健康管理（手洗い・うがい・体調管理）。◯安全な行動の指導（危険回避）。
関連領域：運動・感覚（自立した生活動作の獲得）、認知・行動（生活のルールを理解し、実行するする力を育む）、言語・コミュニケーション（自分の健康状態を表現する力を養う）、
人間関係・社会性（集団生活のルールを学び、協調性を育む）

目標：体の動かし方を学び、運動能力や感覚統合を高める。
（支援内容）◯基本的な運動能力の向上（歩行、ジャンプ、バランス）。◯手指の巧緻性向上（はさみ、箸の使用、図画工作）
関連領域：健康・生活（自立した身の回りの動作）、認知・行動（課題解決力の向上）、言語・コミュニケーション（体験を言葉で表現する力を育む）、人間関係・社会性（遊びや運動を
通じた協調性の向上）
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